
 
 

１ 調査趣旨 

◎SDGs（持続可能な開発目標）について 

SDGs とは、貧困、紛争、テロ、気候変動など、様々な社会的課題の解決に向けて、

「誰一人取り残さない」をキーワードに 2030 年までに達成すべき１７のゴールが

定められた持続可能な開発目標のことで、2015 年 9 月の国連サミットで採択され

たものです。国や企業などの取り組みに限定されるものではなく、私たちひとりひと

りの行動が求められています。 

そこで今回は、川崎市の SDGｓの取組を知っていただくとともに、SDGｓに関す

る消費者の実態と意識を調査し、今後の行政の参考資料とするため、アンケートを実

施いたします。 

 

２ 調査事項      「SDGs（持続可能な開発目標）について」 

 

３ 調査対象      令和 4 年度消費生活ｅモニター  46 名 

                        （回答者数 3９名・回答率 84％） 

             

４ 調査方法      市ホームページの回答フォームによる 

 
●集計結果について、四捨五入の結果や複数回答の集計によるため、 

合計が 100%とならない場合がございます。 

●調査結果中の「回答者数」は「調査対象者」から「未提出者」を 

除いた数としました。 

  ●回答は一部抜粋。 
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消費生活ｅモニターアンケート集計 
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SDGs（ 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ） に つ い て  

 

≪SDGs 全般について≫ 

1）SDGs という言葉を知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）【1）で「知っている（意味も理解している）」又は「聞いたことはあるが意味はよくわからない」と 

回答の方】SDGs を何でお知り（お聞き）になりましたか？（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 の 内 容  

・企業セミナーなど 

・環境イベントなど 

・電車の車体の 

プリント 

・消費生活モニターの  

研修会 

 

 

3）SDGs にどの程度関心がありますか？  
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4）SDGs の 17 の目標のうち、御自身で貢献できると感じられるものはどれですか？（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23%

23%

23%

18%

36%

21%

46%

26%

13%

18%

49%

46%

36%

33%

31%

36%

13%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

【１】貧困をなくそう

【２】飢餓をゼロに

【３】すべての人に健康と福祉を

【４】質の高い教育をみんなに

【５】ジェンダー平等を実現しよう

【６】安全な水とトイレを世界中に

【７】エネルギーをみんなにそしてクリーンに

【８】働きがいも経済成長も

【９】産業と技術革新の基盤をつくろう

【10】人や国の不平等をなくそう

【11】住み続けられるまちづくりを

【12】つくる責任つかう責任

【13】気候変動に具体的な対策を

【14】海の豊かさを守ろう

【15】陸の豊かさも守ろう

【16】平和と公正をすべての人に

【17】パートナーシップで目標を達成しよう

貢献できると感じられるものはない
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≪SDGs の取組として家でできることについて≫ 

5～14）次のことを行っていますか？ 
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５）電気機器を使っていない時は完全に
電源を切るなど、電気を節約していますか︖

６）さまざまな支払について、キャッシュレス
決済を利用していますか︖

７）携帯電話やパソコンのノート機能の活用など、
印刷をできるだけしない心がけをしていますか︖

８）インターネットやSNSを利用する際は、
誰かを傷つけないよう配慮していますか︖

９）衣服を洗う際は、洗濯機の容量を
いっぱいにして使っていますか︖

10）肉や魚は生産に多くの資源が使われている
ことを理解し、野菜や果物など植物を多くとる

ようにしていますか︖

11）生鮮品や残り物など、食べきれない時は
早めに冷凍していますか︖

12）生ごみを堆肥化していますか︖

13）ミックスペーパーやプラスチック製容器包装、
ペットボトルなどをリサイクルしていますか︖

14）古い電気機器を、省エネ型の機種や電球に
取り替えていますか︖

行っている これから行おうと思う 行っていないし、これからも行おうとは思わない
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≪SDGs の取組として、家の外でできることについて≫ 

15～19）次のことを行っていますか？ 
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15）買い物は地元でしていますか︖

16）大きさや形、色が規格に合わない
野菜や果物など、「訳あり品」を

買うことがありますか︖

17）海にやさしいサステナブル・
シーフードを買っていますか︖

18）新品ではなく、中古品を
選ぶことがありますか︖

19）環境にやさしい取組を実施している
企業の製品を買うようにしていますか︖

行っている これから行おうと思う 行っていないし、これからも行おうとは思わない
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≪SDGs の取組として、職場や社会でできることについて≫ 

20、21）次のことを行っていますか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

49%
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38%
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13%
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20）労働者の権利（同一労働同一賃金や機会・待遇
の平等を求めること等）など、労働に関する権利

について知ろうと意識していますか︖

21）性別や人種、性的指向、社会的背景、身体的能力等に
関して、差別をしないよう心がけていますか︖

行っている これから行おうと思う 行っていないし、これからも行おうとは思わない



6 

 

≪SDGs につながる行動について≫ 

22）SDGs につながる行動をしたいと思いますか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
23）【22）で「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答の方】その理由は何ですか？ 

もっとも近いものをお選びください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
24）【22）で「どちらかといえばそう思わない」、「思わない」と回答の方】その理由は何ですか？ 

  もっとも近いものをお選びください。 

  ⇒該当者が少ないため、人数で表示（計１名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs の目標・ターゲットに興味がない ０名 

ハードルが高い ０名 

自分にできることがない（少ない） ０名 

個人の一つひとつの行動が問題解決につながると思わない ０名 

何をしたらよいか分からない １名 

その他 ０名 

そう思う
62%

どちらかといえば
そう思う
36%

どちらかといえば
そう思わない

0%

そう思わない
3%

29%

26%

21%

24%

0%
環境問題の解決に協力したい

社会の不平等を改善したい

子どもたちにより良い世界を
残したい
価値観やライフスタイルの多様化
に伴い、共通認識が必要だ
その他
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≪SDGs の達成に向けた川崎市の取組について≫ 

25）SDGs の達成に向けて、市内の取組を推進していくために、川崎市ではどのような取組が必要で 

効果的だと思いますか？（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
26）「SDGs 未来都市」とは、内閣府が SDGs の達成に向けた取組を積極的に進める自治体を選定す 

る制度で、川崎市も令和元年に選定されています。このことを知っていますか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

62%

44%

51%

36%

72%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

企業や団体、研究機関との連携

企業や団体、研究機関に対する支援

公共施設等での啓発イベント

インターネットやSNSでの啓発

学校、地域、事業所など
における意識啓発の推進

その他

26%

26%

49%
SDGs未来都市についても、川崎市が
それに選定されたことも知っている

SDGs未来都市については知っている
が、川崎市が選定されたことは知らない

全く知らない
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27）「かわさき SDGs パートナー」を知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28）【27）で「知っている（内容も理解している）」、「聞いたことはあるが、内容はよく分からない」 

と回答の方】「かわさき SDGｓパートナー」を何でお知り（お聞き）になりましたか？ 

（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の 他 の 内 容  

・近くの掲示板 

 

 

「かわさき SDGs パートナー」は、SDGs の達成に向けて取り組む企業・団体を川崎市が登録・認証す
る制度です。登録・認証されると、SDGs に関するセミナーや参加団体の交流等を行う「川崎市
SDGs プラットフォーム」への参加が可能となるなど、支援が受けられます。 

知っている（内容
も理解している）
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≪SDGs の取組について≫ 

29）SDGs の取組について御意見を自由に御記入ください。（200 文字以内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪ 自 由 回 答 ≫  

・一人一人の意識を上げることが大事。やはり、学校での教育かな。 

・小学３年生の子供が学校で少し聞いて来たようで、興味を持ち、本を買って欲しいと言われまし

た。小学生用に分かりやすく書いており、取り組みやすい内容でした。直ぐに簡単に出来る事もあ

るので子供もリサイクルや、水や電気の無駄遣いをしない様に気をつけています。簡潔明瞭に書い

てある SDGs のパンフレットなどは、影響力もあると思います。 

・「言うは易し、行うは難し」を実感します。無意識の差別や無知など、自分を見直す良い機会かも

しれません。 

・SDGｓの言葉がかっこいいイメージ言葉として広まっているが、もっと各人が具体的に何をすべ

きかを啓発してほしい。 

・大きなことはできないけれど、できることからやりたいと思います。 

・世界中、エネルギーや物価の高騰で食料自給率の低い日本で食物をできるだけ廃棄・ムダをなくし

ＣＯ2 削減などにも貢献して持続可能な地球資源を維持していけるよう微力でも協力していきたい

し、人々がそのような意識を持てば地球規模での温暖化や食糧難、飢餓など緩和されるのではない

かと考えます。 

・保育士試験でも SDGｓという言葉がよく取り上げられているし、NHK 教育番組でも、SDGｓの

歌がよく流れてきます。国や世界が力を入れて取り組んでいるのだと感じます。子供が小さいの

で、未来のためにも、是非より良い社会や環境を残してあげたいと思います。 

・過去の歴史を考察してみると、日本では 17 目標の個々はともかく同様の生活文化の歴史が伺えま

す。市はそれらを考えさせられる施設をすでに長きに渡って運営・管理をしていますが、宝の持ち

腐れ如くまだまだ有効利用にそっぽを向いているように感じます。温故知新の如く、過去の歴史事

実から未来への取組みを目指し現在の政策行動に取り組んでいただきたいと考えます。 

・各々SDGｓを心がけることも大事ですが、何はともあれ戦争に於ける武器（戦車・ミサイル・大

砲 etc）等の CO2 の排出量は、各個人と比べて半端なく大量に出ます。戦争は地球を壊すという

ことを世界が感じ取らなければ何の意味もないです。 

・現状、企業のブランディングやプロモーションに利用されるバズワード的側面が大きいと感じてし

まうので、過度な反応をせず慎重になりゆきを見ている。ただ、どの項目も人間社会で生活する以

上は当然意識するべきことだと思うので、分類し明文化されたことの意味はあると思う。 

・悪行では無いと思うが、英語の頭文字列挙では何をするのか、どんな良いことに開けるのか想像が

できない、だから興味も沸かない。活性化させるためには理解しやすい事が必須。日本は超高齢化

社会なのだから。 

・かわさき SDGs パートナーはとても良い取り組みだと思います。それにより知識や理解が深ま

り、意識啓発の推進にもつながっていくと思います。 


